
医療機関

受入先調整のためのシステム

 鹿児島県では、一時移転等の防護措置が必要となった場合に備え、あらかじめ選定した避難先が使
用出来なくなった場合の避難先や医療機関、社会福祉施設等の受入先を迅速に調整するため「原
子力防災・避難施設等調整ｼｽﾃﾑ」を整備。

 同ｼｽﾃﾑは、避難先調整の際に必要となる施設の情報をあらかじめ登録し、緊急時において避難先
を迅速に調整。

医療機関

・病床数 ・所在地
・原発からの距離、方角

・施設種別 ・入所定員 ・所在地
・原発からの距離、方角

社会福祉施設

＜UPZ外＞（※）

医療機関

・病床数 ・所在地
・原発からの距離、方角

・施設種別 ・入所定員 ・所在地
・原発からの距離、方角

社会福祉施設

※県内島しょ部は除く

原子力防災・
避難施設等調整ｼｽﾃﾑ

緊急時に避難先候補の
ﾘｽﾄを迅速に作成

ﾃﾞｰﾀ
登録ﾃﾞｰﾀ

登録

＜ PＡZ ・UPZ内＞

・自治会単位の人口・世帯数
・所在地
・原発からの距離、方角

・収容人数 ・所在地
・原発からの距離、方角

避難先
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避難元の情報 避難先の情報

避難元



医療機関・社会福祉施設の受入先確保のための調整計画

 一時移転等の防護措置が必要になった場合、鹿児島県災害対策本部では「原子力防災・避難施設等調整
ｼｽﾃﾑ」を活用し、医療機関、社会福祉施設の受入候補先を選定するとともに、受入れに関する調整を実施。

OILに基づく
防護措置範囲の決定

医療機関、社会福祉施設等
の受入候補先選定

医療機関、社会福祉施設の受入先・移動手段の確保

原子力防災・
避難施設等調整ｼｽﾃﾑ

受入先候補ﾘｽﾄ

一時移転等実施指示（対象となる住民、関係機関への連絡）

鹿児島県災害対策本部が行う
医療機関、社会福祉施設

の受入先・移動手段確保の支援
医療機関、社会福祉施設等

受入調整

＜原子力災害対策本部／現地対策本部＞＜鹿児島県災害対策本部＞

鹿児島県・関係市町本部にお
いて確保困難な場合は、国が
受入先・移動手段確保を支援

受入先確保のための調整計画

※ 県において受入先や移動手段の確保が困難な場合は、原子力災害現地対策本部等で、受入先や移動手段の確保を支援 57
※ 福祉車両の確保については、九州電力の保有する１６台の福祉車両に加え、九州電力が追加配備した３５台の福祉車両についても活用し、県及び関係市町にて必要台数を確保



同居者・支援者

在宅避難行動
要支援者

UPZ内における在宅の避難行動要支援者の防護措置

 在宅の避難行動要支援者及び同居者並びに屋内退避や避難に協力してくれる支援者に対し、防災行政無線、広
報車、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、ﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を用いて情報提供を行い、在宅の避難行動要支援者の屋内
退避・一時移転等を実施。

 支援者の同行により避難可能な者について、一時移転等が必要となった際には、関係市町が準備した避難先に一
時移転等を行う。なお、一般の避難先施設では、避難生活に困難が生じる在宅の避難行動要支援者は、鹿児島県
災害対策本部において関係機関と調整し福祉避難所等へ移動する。

5～30Km圏内

薩摩川内市 3,461（1,347）

いちき串木野市 533（530）

阿久根市 894（887）

鹿児島市 22（17）

出水市 247（153）

日置市 1,954（849）

姶良市 0（0）

さつま町 271（254）

長島町 47（37）

合計 7,429（4,074）

関係市町職員
・消防団員等

屋内退避

関係市町災害対策本部

連絡等

防災行政無線・広報車・緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ・
ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等による情報提供

UPZ内の在宅の避難行動要支援者数

福祉避難所※1等避難先

協力

一時移転等

移動 ※2 （ ）内は支援者有り
※3 人数は令和２年４月現在の概数
※4 支援者がいない者については、今後支援者を確保していく。また、支援者が

確保できない場合においても、緊急時に消防団や自主防災組織等の避難支
援等関係者と情報を共有し、避難支援等関係者による屋内退避・一時移転
等の支援ができる体制を整備。

ながしまちょう

ちょう

あ い ら し

ひ お き し

い ず み し

あ く ね し

く し き の し

さ つ ま せ ん だ い し
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※1 県内福祉避難所数（UPZ内地域を除く）：492施設

※ 福祉車両の確保については、九州電力の保有する１６台の福祉車両に加え、九州電力が追加配備した３５台の福祉車両についても活用し、県及び関係市町にて必要台数を確保

か ご し ま し



UPZ内の一般住民の防護措置

 国の原子力災害対策本部は、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果に基づき、OIL1に該当すると特定された区域及び
OIL2に該当すると特定された区域の住民に対し一時移転等を指示。

 国の原子力災害対策本部の指示に基づき、当該区域の市町災害対策本部より、防災行政無線、広報車、
緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、ﾃﾚﾋﾞ、ﾗｼﾞｵ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等を用いて一時移転等の指示を伝達。

 当該住民は避難計画で定めている避難先へ一時移転等を実施。
 自家用車による避難が可能な住民は自家用車により避難。それ以外の住民は、県が確保するﾊﾞｽ等に

より避難。

市町名 避難先

薩摩川内市
86,206人

鹿児島市、霧島市、姶良市、湧水町、

垂水市、曽於市、南さつま市、薩摩川内市内

いちき串木野市
27,472人

鹿児島市、南九州市、指宿市、枕崎市

阿久根市
20,009人

姶良市、伊佐市、湧水町、長島町、

熊本県芦北町、熊本県津奈木町

鹿児島市
834人

鹿児島市内

出水市
21,329人

伊佐市、霧島市、熊本県水俣市、

出水市内

日置市
26,064人

南さつま市、日置市内

姶良市
5人

姶良市内

さつま町
15,405人

鹿児島市、霧島市、さつま町内

長島町
819人

長島町内

＜UPZ内市町の避難先＞ ※令和２年４月１日時点

さ つ ま せ ん だ い し きり しま し ゆうすいちょう

たるみず し そ お し

く し き の し
みなみきゅしゅうし いぶすきし まくらざきし

い さ しあ く ね し

あし きた まち つ な ぎ まち

いずみし

み な ま た し

ひ お き し

ちょう
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※自家用車で
避難可能な者
は、自家用車
により避難

一時移転等の指示

※自家用車で避難
を行わない者は、
集合場所に集まり
バス等により避難

徒歩等

バス等

一時集合場所

一時移転等対象者

屋内退避

あ い ら し

避難先（826施設）

関係市町災害対策本部

い ず み し

か ご し ま し

ながしまちょう

ながしまちょう

あ い ら し

さ つ ま せ ん だ い し

か ご し ま し

か ご し ま し

あ い ら し ゆうすいちょう

か ご し ま し

い さ し きりしまし

あ い ら し

ながしまちょう

か ご し ま し きりしまし



UPZ内から避難先施設までの主な経路（薩摩川内市①）

ＰＡＺ

ＵＰＺ

避難元地区

①川内地区

②平佐西地区

③平佐東地区

④隈之城地区

⑤永利地区

⑥樋脇・倉野地区

（斧淵地区）

（南瀬地区）

【①、④地区の主な避難経路】

国道3号→南九州自動車道（薩摩川内都IC～

鹿児島IC）→九州自動車道（鹿児島IC→鹿児島北IC）
→国道3号

【②、③、⑤地区の主な避難経路】
県道42号 →国道328号→国道３号

60

避難先：鹿児島市

<①川内地区>

伊敷小学校、他13箇所

<②平佐西地区>

武岡小学校、他39箇所

<③平佐東地区>

皆与志小学校、他3箇所

<④隈之城地区>

真砂福祉館、他47箇所

<⑤永利地区>

鹿児島中央高校、他16箇所

<⑥樋脇・倉野地区>

吉田小学校、他10箇所

 地区毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、
他のﾙｰﾄを活用し避難を実施。

60

おのぶち

（ ）記載の地区は【資料P62参照】

のうぜ

鹿児島市

3

３

40

25

16

42

328

【⑥地区の主な避難経路】
県道42号→国道328号→県道40号→県道16
号→県道25号

みなみきゅうしゅうじどうしゃどう さつませんだいみやこ

きゅうしゅうじどうしゃどうかごしま かごしま かごしまきた
せんだい

ひらさ

ひらさ

く ま の じ ょ う

なが とし

ひわき くらの

いしき

か ご し ま し

ひらさ

ひらさ

く ま の じ ょ う

なが とし

ひわき くらの

せんだい

たけおか

み な よ し

まさご

よしだ

か ご し ま ち ゅ う お う

さつませんだい



【②地区の主な避難経路】
国道267号→国道504号→国道223号

267

504
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UPZ内から避難先施設までの主な経路（薩摩川内市②）

ＰＡＺ

ＵＰＺ

50

44

40

55

328

339

340

避難先：湧水町

<③高来地区>
よしまつ

吉松体育館 他4箇所

<④城上地区>
くりの

栗野小学校 他2箇所

<⑤陽成地区>
くりの

栗野体育館 他2箇所

<⑥吉川地区>
とどろき

轟 小学校（体育館）

避難先：霧島市

<②可愛地区>
こくぶ

国分中学校 他57箇所

避難先：姶良市

<①亀山地区>
ぶんかかいかんかのん

文化会館加音ホール 他23箇所

<⑦湯田地区>
やまだ

山田中学校（体育館） 他2箇所

<⑧西方地区>
かもう

蒲生小学校（体育館） 他2箇所

避難元地区

①亀山地区

②可愛地区

③高来地区

④城上地区

⑤陽成地区

⑥吉川地区

⑦湯田地区

⑧西方地区

（育英地区）

（八幡地区）

か め や ま

え の

た き

じ ょ う か み

よ う ぜ い

き ち か わ

ゆ だ

に し か た

【③～⑥地区の主な避難経路】
ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ→県道339号→国道267号→
国道504号→県道50号→県道55号

姶良市

霧島市

湧水町

267

504

504

223

42

10

3
い く え い

（ ）記載の地区は【資料P62参照】

や は た

339

【⑦、⑧地区の主な避難経路】
県道339号→県道340号→ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ→
県道339号→国道267号→国道328号→
県道42号→県道446号→県道40号

【①地区の主な避難経路】
県道44号→国道3号→県道42号→
国道10号

さつませんだい

た き

ゆうすいちょう

ゆうすいちょう

き り し ま し

あ い ら し

じょうがみ

ようせい

きちかわ

き り し ま し

え の

あ い ら し

かめやま

ゆ だ

にしかた

 地区毎にあらかじめ避難経路を設定。自然災害等により避難経路が使用できない場合は、
他のﾙｰﾄを活用し避難を実施。


